



























































































ある。その結果、 ICD10の基準を満たす者はアルコール依存症 16%、有害使用 18%であった等々の、多く
の示唆に富む結果を示した。研究の対象が都内の l病院に限定されており、その結果を一般化するには慎重
でなければならないが、本分野の研究の先駆的な研究としての学術的意義は高く、またその結果を社会に還
元するという視点から社会医学的にも意義ある論文と評舗できる。
平成 24年3月6日、博士(ヒューマン・ケア科学)学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと最終試験を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員
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によって合格と判定された。
よって、著者は博士(ヒューマン・ケア科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
32 
